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本　館
（松江キャンパス） 1F

EV
PC

EV

PC

PC

PC

新入生のみなさん、入学おめでとうございます。私たちは「図書館コンシェルジュ」です。
本館で、みなさんの図書館利用をサポートする活動をしています。
希望に満ちた大学生活が始まりますが、やはり学生の本分は勉強。そして最初が肝心。
図書館では授業や学習を支援するために様々な資料や設備を用意しています。入学と
同時に、ぜひ図書館を利用する習慣をつけてください。

　入館には学生証が必要です。忘
れた時は「資料閲覧申込書」を書け
ば入館できます。
　図書の貸出手続きをしないで
持ち出すと、警告音が鳴るので注
意しましょう。

　休憩したり、友達といっしょの課
題などにどうぞ。
　館内ではおしゃべり、飲食、携帯
電話は禁止ですが、ここでは利用者
の迷惑にならない程度の会話、携帯
電話の使用、ふた付き飲み物がＯＫ
です。

　新聞は手軽で便利な情報源。国内・
地方主要紙をはじめ、英字新聞や折
り込みチラシも置いています。

①入館ゲート・退館ゲート

②ラウンジ

④新聞コーナー（当日分）

　開館中に図書が返却できない時
は、このポストに入れてもＯＫです。

③返却ポスト

　PCが41台あり、いつも利用者で
いっぱいです。

⑤情報メディアルーム

　1万冊以上の新書・文庫があります。手
軽に持ち歩けるので、ちょっとした空き
時間に読めます。様々な分野の入門書と
しても重宝します。

⑬新書・文庫コーナー

　事典、辞書、白書、年鑑など、調べるた
めの資料を参考図書といいます。ネッ
トで調べておしまいではなく、信頼で
きるデータを使うことが大事です。

⑪参考図書

　館内資料の複写はモノクロ1枚10
円。コイン、学生証の電子マネーが使え
るコピー機です。

　静かな環境で、夜遅くまで勉強でき
ます。

　DVD、ビデオなどは館外への貸出は
できませんが、2階AVルームで利用す
ることができます。

⑥複写コーナー

⑧閲覧室

　図書の返却はカウンターへ。私たち
コンシェルジュは、ここでスタンバイ
しています。図書館の利用のしかたや
資料の場所が分からないときは気軽に
尋ねてください。
　カウンターの前には、自動貸出装置
2台があります。

⑦カウンター

　就職関係だけでなく、大学生活や人
生の参考になる本も見つかるかも。

⑩キャリア（就職関連図書）
　コーナー　書庫にもたくさんの図書があります。

2階以外の書庫は、カウンターで手続き
をして入ります。

⑫書庫

⑨AV資料コーナー

レポートの
資料って、
どうやって
探すのかなぁ。

イラスト：大塚拓人くん
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本　館
（松江キャンパス） 2F

フ ロ ア マ ッ プ

EV

EV
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PC

PC

そうだ、図書館へ行こう！

入館ゲート・退館ゲート

　この場所の存在を知らないのは
もったいない。文芸、ファション、
音楽、料理、スポーツなど、楽しめ
る雑誌がきっとあるはずです。

①ブラウジングコーナー

②学習室

　2部屋あり、数人のグループで
勉強したい時に部屋を借りるこ
とができます。

③グループ学習室

　島根県は遺跡の宝庫というこ
ともあり、国内の遺跡発掘調査
報告書を収集しています。Web
上で検索や全文を見ることがで
きるデータベースもあります。

④遺跡資料室

⑥郷土資料室

　当日の新聞は1階で、ここには過
去1年分の新聞を置いています。

⑦新聞コーナー（1年分）

　平成23年10月にリニューアル
した新しい設備で、テレビ、ビデ
オ、DVDを見ることができます。
　資料は1階にあるので、カウン
ターに申し込んで利用します。

⑤ＡＶルーム

入館ゲート・退館ゲート

　1階は人文・社会科学系の図書、2
階は自然科学・工学系の図書が置
かれています。

⑩閲覧室

　2階の書庫には製本雑誌が置か
れていて、自由に入ることができ
ます。

⑫書庫

　館内では有線、無線LANが利用
できるので、使い慣れた自分の
ノートパソコンもＯＫです。

⑨インターネットフロア

　明治時代の新聞など、マイクロ
フィルムで保管されているものを
見ることができます。

⑧マイクロリーダー室

　様々な分野の学術雑誌がありま
す。ぜひ建物の奥まで足を運んで
みてください。

⑪学術雑誌コーナー

それなら、
このデータベースを
つかってね…

良かったぁ～。
ちゃんと

見つかったよ。
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■大事なことを忘れないで！
　図書館は多くの人が利用する施設です。飲食や携帯電話の使用を制限していま
すので、ルールを守り、他の利用者の迷惑にならないように利用しましょう。
Information
開館時間　8：30～21：30（授業期）　
　　　　　9：00～17：00（休業期）　＊詳細は開館カレンダーで確認してください。
貸出図書は10冊　2週間まで（学部学生）　　雑誌は貸出不可
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医学図書館
（出雲キャンパス） 1F3F 2F

フ ロ ア マ ッ プ
そうだ、   図書館へ行こう！

　丸テーブルと椅子があるので、休憩タ
イムやミニ打ち合わせにどうぞ。

⑮アメニティコーナー

　資料の返却はカウンターへ。開館中
は職員がいますので、図書館の利用方
法や資料の探し方など気軽に尋ねてく
ださい。

③カウンター

　開館中は学生証なしで自由に入退館
できますが、開館時間外（夜間）は入館
時に学生証が必要です。一時退館する
時は、学生証を持って出ましょう。

①入館ゲート・退館ゲート

　医学図書館は
24時間利用で
きるので、自動
貸出装置でいつ
でも貸出ができ
ます。

②自動貸出装置

　座席は162席で、24時間利用できま
す。書架には医学系を中心とした図書、
雑誌を置いています。

⑩閲覧室

　不要になった本を交換し合う再利用
コーナーです。思わぬ掘り出し物が見
つかるかも。

⑭本の交換広場

⑪新着雑誌

　ビデオテープと視聴するための機
器があり、24時間利用することがで
きます。マルチメディアコーナーの
DVD等もここで利用できます。

⑰ビデオ室

　国内・地方主要紙、英字新聞が読めま
す。過去3ヶ月分を置いています。

⑯新聞コーナー

⑱書庫（雑誌）
　資料やPCを利用したグループ学習が
できます。図書館利用や文献検索講習会
もここで開催します。

⑬セミナー室

　開館中に図書が返却できない時は、
このポストに入れてもＯＫです。

⑫返却ポスト

⑲書庫（図書）

　座席は42席。3階の静かな一画にあ
るので、集中して自習するには持って
こいです。

⑳自由閲覧室

⑤複写コーナー

　PCが9台あり、Web検索、各種データ
ベース検索ができます。台数が限られて
いるため、レポート作成などはご遠慮く
ださい。

④文献検索コーナー　

⑥新着図書

　DVD、CD-ROMなどの資料を置いて
います。

⑦マルチメディア

　チュートリアル教育で使用する資料
を集めたコーナーです。

⑧チュートリアル図書

⑨参考図書

Information
開館時間　9：00～20：00
学内利用者は24時間利用可　
＊詳細は開館カレンダーで確認してください。

貸出　10冊（雑誌を含む）
７日間（図書）・2日間（雑誌）
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　新学期のスタートにあたり、学生の皆さんに学長、各学部長からの熱いメッセージをお贈りします。先生方自身の学生時代
を振り返っていただき、本にまつわるエピソードを寄せていただきました。数々の寄り道、回り道の経験も、すべてが自分の進
むべき未来への道しるべです。そう考えると、人生に寄り道、回り道などないのかもしれません。大学生時代は、人生で最も
多くの本を読むことができる時期です。メッセージを参考に、これからの人生の座右の書となるような本を探してみませんか。
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8

Library Concierge Report
図書館コンシェルジュ報告

平
成
23
年
9
月
20
日
、
山
口
大
学
に
お
い

て
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
図
書
館
で
働
く

学
生
ス
タ
ッ
フ
が
互
い
の
活
動
を
報
告
し
合

い
、
今
後
の
活
動
の
可
能
性
を
考
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
島
根
大
学
と
山
口
大
学
が

共
同
で
企
画
し
た
も
の
で
す
。
私
た
ち
図
書

館
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
山
口
大
学
図
書
館
の

学
生
協
働
の
皆
さ
ん
と
、
夏
休
み
前
か
ら
や

り
取
り
を
重
ね
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
島
根
県
立
大
学
の
松
江
・
浜
田
両
キ

ャ
ン
パ
ス
と
山
口
県
の
梅
光
学
院
大
学
の
学

生
ス
タ
ッ
フ
も
加
わ
り
、
総
勢
72
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
山
口
大
学
の
平
尾
元
彦

教
授
の
基
調
講
演
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
図

書
館
で
働
く
こ
と
を
キ
ャ
リ
ア
の
観
点
か
ら

考
え
、﹁
主
体
性
﹂
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
唱
え
ら
れ
た
、
大
変
興
味

深
い
講
演
で
し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
、
一
番
の

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
４
大
学
の
活
動
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
も
3

人
の
代
表
者
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
取
り

組
み
を
皆
さ
ん
に
お
話
し
し
ま
し
た
。
各
大

学
の
発
表
者
か
ら
そ
の
持
ち
味
が
に
じ
み
出

て
お
り
、
参
加
し
た
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
た
ち

も
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
最
後
に
島
根

大
学
と
山
口
大
学
の
職
員
と
学
生
を
パ
ネ
ラ

ー
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
時
間
が
短
か
っ
た
こ
と
が
残
念

だ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
図
書
館
に
対

し
て
抱
え
る
思
い
の
強
さ
を
認
識
で
き
た
有

意
義
な
時
間
で
し
た
。
そ
の
後
、
食
事
を
囲
み

な
が
ら
交
流
会
を
行
い
、
他
大
学
の
皆
さ
ん

と
自
由
に
歓
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
聞
き
役
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
た
ち
も
、
直

接
皆
さ
ん
と
触
れ
合
い
生
の
声
が
聞
け
た
こ

と
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

2
日
目
の
21
日
午
前
中
に
は
山
口
大
学
の

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
の
も
と
、
山
口
県
内

の
図
書
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
最
初
に
山
口

県
立
図
書
館
を
見
学
し
、
広
い
書
庫
を
隅
々

ま
で
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら

の
図
書
館
は
個
性
溢
れ
る
顔
ぶ
れ
の
郷
土
資

料
の
展
示
や
専
門
書
も
多
く
あ
り
、
歴
史
・
伝

統
の
重
み
と
貫
禄
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
次
に
訪
れ
た
山
口
市
立
図
書
館
は
映
画

館
も
併
設
さ
れ
て
い
る
モ
ダ
ン
で
開
放
的
な

図
書
館
で
し
た
。
机
に
そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
ト
が

備
え
付
け
て
あ
り
、
若
者
向
け
の
図
書
や
雑

誌
の
種
類
が
豊
富
に
あ
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的

で
し
た
。
最
後
に
山
口
大
学
図
書
館
に
移
動

し
、
時
間
の
許
す
限
り
存
分
に
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
画
展
示
や
ユ
ニ
ー
ク

な
机
の
配
置
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ブ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
や
窓
の
断
熱
シ
ー
ト

等
、
利
用
者
に
図
書
館
を
快
適
に
使
っ
て
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
く
る
細
や
か
な
配
慮
の
な
さ
れ
た
空
間
で

し
た
。
同
じ
大
学
図
書
館
と
し
て
、
島
根
大
学

大学図書館学生協働交流シンポジウム

「図書館で未来を語ろう
―大学図書館における学生協働の可能性―」

人文社会科学研究科　荒川　宏子
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で
も
取
り
入
れ
た
い
工
夫
が
随
所
に
あ
り
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
各
々
に
と
っ
て
大
変
為
に

な
る
見
学
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
私
た
ち
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
で
ま
と
ま
り
に
欠

け
る
部
分
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
の
で
、
そ

の
点
に
お
い
て
も
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
他
大

学
の
皆
さ
ん
か
ら
大
い
に
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
と
め
役
の
皆
さ
ん
と
お
会
い

し
、
チ
ー
ム
皆
で
も
っ
と
話
し
合
い
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
や
、
私
自
身
が
図
書
館
に
つ

い
て
さ
ら
に
勉
強
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の

活
動
報
告
を
受
け
て
参
考
に
し
た
い
取
り
組

み
が
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の
一
部
は

書
架
の
し
き
り
作
成
や
傘
タ
グ
の
よ
う
に
、

さ
っ
そ
く
後
期
か
ら
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
て
に
関
し
て
他
大
学
図

書
館
の
真
似
を
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
が
必
要
だ
と
判
断
し
た
も
の
を
取
り
上

げ
、
そ
こ
か
ら
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
に
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ﹁
ら
し
さ
﹂
が
な
い
と
つ
ま
ら

な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
交

流
を
通
し
て
私
が
一
番
印
象
深
か
っ
た
の
は

他
大
学
の
皆
さ
ん
の
意
欲
の
高
さ
で
し
た
。

将
来
的
に
図
書
館
で
働
き
た
い
と
考
え
て

い
る
学
生
の
方
が
多
い
の
も
そ
の
理
由
の
ひ

と
つ
で
し
ょ
う
が
、
自
分
た
ち
が
図
書
館
の

た
め
に
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
ひ
と
つ

ひ
と
つ
徹
底
さ
せ
、
そ
れ
を
チ
ー
ム
皆
で
共

有
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。図

書
館
で
働
く
意
欲
が
高
ま
り
、
今
後
の

活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
よ
う
と
の
決
心
が

わ
い
た
2
日
間
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
契
機
と
し
て
、
互
い
の
活
動
に
刺

激
を
受
け
共
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
っ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で

す
。
図
書
館
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
歴
史
は
い

ま
だ
浅
く
、
今
後
も
根
気
強
く
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
独
自
の
カ
ラ
ー
と
い
う
の
は
ま
だ

ま
だ
弱
い
で
す
が
、
日
々
を
積
み
重
ね
て
い

く
中
か
ら
新
し
い
目
玉
活
動
や
画
期
的
な
企

画
が
飛
び
出
し
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
ら
し
さ

が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
ゆ
く
ゆ
く
は﹁
伝
統
行
事
﹂

と
な
っ
て
次
の
世
代
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
、

こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
さ
ず
、
我
ら
が
島
根
大
学
図
書
館
の
た
め

に
走
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
一
同
誓
い
ま
す
！

︵
あ
ら
か
わ 

ひ
ろ
こ
︶

﹁
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
活
動
日
誌
﹂

����
://�

�
�

.���
.��

��
�
�
�
-�

.�
�
.�/�

�
�
�
�/

※
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
れ
ま
す
。

ブ
ロ
グ
は
こ
ち
ら
！
☜
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一
、は
じ
め
に

今
回
紹
介
す
る
﹁
松
江
地
裁
明

治
文
庫
﹂
は
、
総
数
一
、一
〇
〇

点
を
超
え
る
膨
大
な
書
籍
類
よ

り
な
る
資
料
群
で
、
平
成
一
八

︵
二
〇
〇
六
︶
年
、
松
江
地
方
裁
判

所
か
ら
本
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

す
。
そ
の
な
か
に
は
、
明
治
初
期
の
貴
重
な

法
律
関
係
書
籍
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
書
籍
類
は
、
明
治
初
期
か
ら
の
松
江

の
裁
判
所
の
活
動
の
一
端
を
示
す
と
と
も
に
、

そ
の
当
時
の
日
本
の
法
律
世
界
や
社
会
に
対

す
る
法
曹
の
興
味
・
関
心
を
私
た
ち
に
教
え

て
く
れ
る
も
の
で
す
。

二
、 司
法
権
の
近
代
化
・
統
一
化
と

松
江
地
方
裁
判
所
の
設
置

明
治
維
新
以
後
、
明
治
政
府
は
、
法
の
世

界
を
近
代
化
︵
西
洋
化
︶
す
る
た
め
に
、

西
洋
法
を
モ
デ
ル
と
し
て
法
典
編
纂
を
行
い

ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
裁
判
制
度
や
裁
判

手
続
き
の
統
一
化
な
ど
司
法
の
世
界
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
法
学
教
育
機
関
が

各
地
で
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
一
三
︵
一
八
八
〇
︶
年
の
刑
法
︵
旧

刑
法
︶・
治
罪
法

⑴

の
制
定
以
後
、
明
治
二
二

︵
一
八
八
九
︶
年
に
大
日
本
帝
国
憲
法
、
明
治

二
三
︵
一
八
九
〇
︶
年
に
民
法
︵
旧
民
法
︶・

商
法
︵
旧
商
法
︶・
民
事
訴
訟
法
・
刑
事
訴
訟

法
な
ど
が
制
定
さ
れ

⑵

、
近
代
法
体
制
が
構
築

さ
れ
ま
す
。

　

裁
判
制
度
の
整
備
は
明
治
初
期
か
ら
行
わ

れ
ま
し
た
。
明
治
八
︵
一
八
七
五
︶
年
に
は

司
法
省
達
第
一
〇
号
司
法
省
及
検
事
並
ニ
大

審
院
諸
裁
判
所
職
制
章
程
や
太
政
官
布
告
第

九
一
号
大
審
院
諸
裁
判
所
職
制
章
程
が
制
定

さ
れ
、
大
審
院
を
頂
点
と
す
る
各
級
裁
判
所

が
設
置
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
明
治

二
三
︵
一
八
九
〇
︶
年
の
裁
判
所

構
成
法
に
よ
り
、
民
事
・
刑
事
事
件

を
扱
う
裁
判
所
は
、
大
審
院
・
控
訴

院
・
地
方
裁
判
所
・
区
裁
判
所
と
な

り
、
戦
前
日
本
の
裁
判
所
制
度
が
完

成
し
ま
し
た

⑶

。

　

島
根
県
で
は
、
明
治
九
︵
一
八
七
六
︶

年
一
二
月
一
日
に
、
和
多
見
町
善
導

寺
に
松
江
裁
判
所
が
開
庁
さ
れ

⑷

、
現

在
の
島
根
県
と
鳥
取
県
を
管
轄
し
ま
し

た
⑸

。
明
治
一
一
︵
一
八
七
八
︶
年
一
〇

月
に
は
雑
賀
町
に
松
江
裁
判
所
が
竣
工

さ
れ
︵
一
二
月
一
日
開
庁
︶、
明
治
二
三

︵
一
八
九
〇
︶
年
三
月
に
母
衣
町
に
移
転
さ
れ

て
い
ま
す

⑹

。

　

近
代
的
な
法
が
制
定
さ
れ
、
裁
判
所
制
度

が
整
備
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
支
え
る
法
学

や
法
曹
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
司
法
省
法

学
校
を
は
じ
め
、
法
律
学
校
が
全
国
で
作

ら
れ
て
い
き
ま
す
。
松
江
に
も
明
治
二
三

︵
一
八
九
〇
︶
年
四
月
に
法
律
学
校
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

法
の
世
界
を
近
代
化
す
る
た
め
、
翻
訳
を

含
め
た
法
律
学
の
様
々
な
書
籍
、
ま
た
、
実

際
に
裁
判
す
る
た
め
の
手
引
き
書
な
ど
が
出

版
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
書
籍
は
、

こ
の
当
時
の
日
本
の
法
律
世
界
を
知
る
よ
い

史
料
で
す
。

三
、松
江
地
裁
明
治
文
庫
の
概
要

﹁
松

江
地
裁
明
治
文
庫
﹂
は
明
治
期
を
中

心
と
し
た
法
律
関
係
書
籍
が
中
心
で

す
が
、
社
会
学
や
心
理
学
な
ど
の
書
籍
も
含

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
、
い
く

つ
か
の
書
籍
を
紹
介
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ヂ
ョ
ゼ
フ
・
ヲ
ル
シ
ェ

﹃
伊
太
利
王
国
民
法
﹄
完

︵
司
法
省
、
一
八
八
二
年
︶［3

2
4
.9

3
7
/K

�
6
9

］

　

明
治
一
三
︵
一
八
八
〇
︶
年
六
月
、
政
府

内
に
民
法
編
纂
局
が
開
局
さ
れ
、
民
法
典
編

纂
作
業
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。
起
草

作
業
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
お
雇
い
外
国
人
ボ
ア

ソ
ナ
ー
ド
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一

草
案
理
由
書
を
読
む
と
、
起
草
の
際
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
と
と
も
に
イ
タ
リ
ア
民
法

典
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
個

人
主
義
原
理
の
も
と
で
出
来
る
だ
け
男
女
平

等
を
は
か
ろ
う
と
起
草
者
は
試
み
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
当
時
進
歩
的
と
い
わ
れ
た
イ
タ
リ

ア
民
法
典
が
参
照
さ
れ
て
い
ま
す

⑺

。
本
書
が

文
庫
中
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
最
新
の
民
法

の
世
界
を
知
ろ
う
と
す
る
人
々
の
努
力
が
松

江
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で

し
ょ
う
。
な
お
、
こ
の
図
書
は
、
国
立
国
会

図
書
館
内
で
は
、
現
在
、
館
内
で
の
み
閲
覧

可
能
な
も
の
で
す
。

ロ
エ
ス
レ
ル
氏
起
稿

﹃
商
法
草
案
﹄
上
・
下
巻

︵
司
法
省
、
一
八
八
四
年
︶［3

2
5
.9

/R
6
1
/1

］

　

ロ
ェ
ス
ラ
ー
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
起
草

に
も
参
加
す
る
ド
イ
ツ
人
の
お
雇
い
外
国
人

で
す
。
起
草
者
自
身
の
名
前
で
草
案
が
出
版

第
10
回

「
松
江
地
裁
明
治
文
庫
」

居
石
正
和　
／
法
文
学
部
教
授
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さ
れ
、
松
江
地
方
裁
判
所
に
そ
れ
が
所
蔵
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
裁
判
官
が
最
新

の
法
律
情
報
を
踏
ま
え
て
裁
判
を
行
お
う
と

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
私
た
ち
に
想
像

さ
せ
る
の
で
す
。

﹃
大
審
院
刑
事
判
決
録

　

明
治
九
年
│
明
治
二
七
年
﹄

︵
司
法
省
、
一
八
七
八
年
︶［3

2
6
.0

9
8
/D

2
7

］

﹃
大
審
院
判
決
録
﹄［3

2
0
.9

8
/M

�
7
6
/1

〜8

］

　

法
律
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
な
か
で
、
裁

判
官
は
裁
判
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
件
を
判
断
す
る
基
準
と
な
る
法
律
が
制
定

さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
、
類
似
事
件
の

判
例
は
裁
判
官
に
と
っ
て
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
で
し
ょ
う
か
、
大
審
院
諸
裁
判
所
職
制

章
程
で
は
、
大
審
院
の
判
決
を
記
録
と
し
て

残
す
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

⑻

。

大
場
茂
馬
﹃
刑
事
政
策
大
綱
﹄

︵
中
央
大
学
、
一
九
〇
九
年
︶［3

2
6
.3

/O
1
1

］

甘
糟
勇
雄
﹃
犯
罪
論
﹄

︵
三
書
樓
、
一
九
〇
九
年
︶［3

2
6
.1

/A
4
2

］

鈴
木
券
太
郎
﹃
犯
罪
論
及
女
性
犯
人
﹄

︵
井
冽
堂
、
一
九
〇
五
年
︶［3

2
6
.3

/S
�
9
6

］

ド
ク
ト
ル
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー

︵
大
場
茂
馬
訳
︶﹃
判
事
ノ
自
由
裁
量
論
﹄

︵
中
央
大
学
︶［3

2
7
.1

2
4
/B

4
6

］

　

当
時
、
日
本
の
内
外
で
新
し
い
刑
法
理
論

が
主
張
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
派
刑
法
理
論

な
ど
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
犯
罪
者
は
、

な
ぜ
犯
罪
を
行
う
に
い
た
っ
た
の
か
。
新
し

い
刑
法
理
論
は
、
犯
罪
者
個
々
の
内
面
に
ま

で
踏
み
込
ん
で
犯
罪
論
を
組
み
立
て
よ
う
と

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
犯
罪
者
が
有
す
る
社
会

へ
の
危
険
性
を
基
準
に
刑
罰
を
科
す
よ
う
主

張
し
、
そ
の
結
果
、
執
行
猶
予
制
度
な
ど
が

採
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。
松
江
地
方
裁
判
所
で

も
こ
の
よ
う
な
刑
法
世
界
の
変
化
を
受
け
止

め
、
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
想
像

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
、
時
代
の
変
化

を
あ
ら
わ
す
書
籍
類
が
、
文
庫
中
に
は
多
数

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

外
史
局
編
﹃
布
告
全
書
﹄

明
治
４
年
第
１
〜
４
冊
│
明
治
６
年
第

11
冊
、
第
12
冊
之
上
・
中
・
下

︵
山
中
市
兵
衛
・
村
上
勘
助
・
北
畠
茂
兵
衛
︶

［3
2
2
.1

6
/F

7
3
/1

〜1
0

］

　

本
書
は
、
国
立
国
会
図
書
館
で
も
所
蔵
さ

れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
書
籍
で
す
。

こ
れ
以
外
に
も
、
沈
書
城
編
﹃
刑
律
人
命
﹄

︵
一
八
七
九
年
︶
や
同
編
﹃
刑
律
断
獄
﹄
上
・

中
︵
一
八
七
九
年
︶
な
ど
、
国
立
国
会
図
書

館
で
所
蔵
が
確
認
で
き
な
い
明
治
初
期
の
書

籍
が
文
庫
中
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、﹁
松
江
地
裁
明
治
文
庫
﹂
が
も
つ
史
料

的
価
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

四
、 お
わ
り
に

：

松
江
地
裁
明
治
文
庫
の
意
義

裁
判
官
は
、
法
と
そ
の
解
釈
を
通
し
て
、

具
体
的
な
事
件
に
対
処
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
裁
判
所
で
は
、
法
規
類
や
判
例
集
を

集
め
る
と
と
も
に
、
法
律
書
を
収
集
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
裁
判
官
が
ど
の
よ

う
な
法
律
知
識
を
も
っ
て
裁
判
に
臨
ん
で
い

た
の
か
。
そ
れ
を
知
る
資
料
と
し
て
、
各
地

の
裁
判
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
書
籍
群
は
貴

重
だ
と
思
い
ま
す
。

　

広
島
修
道
大
学
図
書
館
に
、
広
島
地
方
裁

判
所
や
山
口
地
方
裁
判
所
な
ど
で
所
蔵
さ
れ

て
い
た
書
籍
を
蒐
集
し
た
﹁
明
治
法
曹
文
庫
﹂

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
、
本
学
の
﹁
松
江
地
裁
明
治
文
庫
﹂
と

同
じ
性
質
の
も
の
で
す
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
﹁
明
治
法
曹
文
庫
﹂
は
、
裁
判
所
ご
と

に
分
け
て
書
籍
類
が
整
理
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
、﹁
松
江
地
裁
明
治
文
庫
﹂
は
、

松
江
地
方
裁
判
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
書
籍

類
を
一
括
し
て
整
理
し
文
庫
化
し
た
も
の
で

す
。
島
根
大
学
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
一
地

方
裁
判
所
独
自
の
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

と
い
う
点
で
、
広
島
修
道
大
学
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
は
違
っ
た
面
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
管
理
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。　
　

︵
お
り
い
し 

ま
さ
か
ず
︶

註⑴
こ
の
と
き
の
刑
法
・
治
罪
法
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
の
起
草
に
よ
る
も
の
で
、フ
ラ
ン
ス
法
を
継

受
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
治
罪
法
と
は
刑

事
手
続
き
を
定
め
た
法
で
、現
在
の
刑
事
訴
訟

法
に
該
当
し
ま
す
。

⑵
明
治
二
三
年
に
制
定
さ
れ
た
民
法
お
よ
び
商

法
は
、同
二
六
年
に
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、法
典
論
争
な
ど
の
結
果
施
行
延
期
と

な
り
、法
典
編
纂
委
員
会
の
も
と
で
新
た
な
編

纂
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
明
治

二
九
年
お
よ
び
三
一
年
に
民
法
が
制
定
公
布
さ

れ︵
同
時
に
商
法
も
制
定
公
布
︶、こ
こ
に
、日
本

の
近
代
的
な
法
典
整
備
が
一
応
の
完
成
を
み
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑶
こ
れ
以
外
に
、行
政
裁
判
所
な
ど
特
別
裁
判
所

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

⑷
明
治
九
年
一
二
月
五
日
司
法
省
達
第
八
六
号

﹁
本
月
一
日
松
江
裁
判
所
開
庁
候
条
為
心
得
此

旨
相
達
候
事
﹂。

⑸
明
治
一
四
年
一
〇
月
六
日
太
政
官
布
告
第
五
三

号
に
よ
り
、鳥
取
県
管
内
裁
判
事
務
は
鳥
取
及

び
米
子
始
審
裁
判
所
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑹ 

上
野
富
太
郎
・
野
津
静
一
郎
編﹃
松
江
市
誌
﹄

︵
名
著
出
版
、一
九
九
三
年
︶八
六
二
│
八
六
三

頁
な
ど
参
照
。

⑺
そ
の
後
、
明
治
二
三
年
に
制
定
さ
れ
た
民
法

︵
旧
民
法
︶で
は
、日
本
人
委
員
に
よ
る
修
正
な

ど
に
よ
っ
て﹁
家
﹂制
度
原
理
が
復
活
し
、男
女

平
等
の
色
彩
は
薄
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

⑻
明
治
八
年
太
政
官
布
告
第
九
一
号
大
審
院
諸

裁
判
所
職
制
章
程
中
大
審
院
章
程
第
一
一
条

で
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
十
一
条　

大
審
院
判
決
録
ヲ
編
纂
シ
上
告

ヲ
破
毀
シ
疑
条
ヲ
弁
明
シ
タ
ル
者
ハ
逐
項　

記
載
シ
其
議
決
ノ
原
由
ヲ
叙
録
シ
之
ヲ
司
法

省
江
送
致
シ
刊
行
セ
シ
ム



お
仕
事

医
学
科
3
年
次
講
座
等
配
属

文
献
検
索
説
明
会

医
学
情
報
グ
ル
ー
プ　

中
井
陽
子

図
書
館
員
の

図
書
館
員
の
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⒈
は
じ
め
に

　

平
成
23
年
9
月
26
日︵
月
︶
〜
11
月
28
日

︵
月
︶
に
か
け
て
、
医
学
部
医
学
科
3
年
生
を

対
象
に
、
文
献
検
索
説
明
会
を
16
回
に
わ
た

っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
延
べ
58
名
。

Ｐ
Ｃ
10
台
を
設
置
す
る
セ
ミ
ナ
ー
室
を
会
場

に
、
図
書
館
員
2
名
が
交
代
で
講
師
を
務
め

ま
し
た
。

　

こ
の
文
献
検
索
説
明
会
は
、
島
根
医
科
大

学
時
代
の
平
成
11
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

途
切
れ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
き
た
医
学
図

書
館
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
一
つ
で

す
。
今
回
の﹁
図
書
館
員
の
お
仕
事
﹂
で
は
、
私

が
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
担
当
と
な
っ
て
初
め
て

講
師
を
務
め
た
、
こ
の
文
献
検
索
説
明
会
の

様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

⒉
授
業
と
の
連
携

　

学
科
の
授
業
と
連
携
し
て
行
う
こ
の
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
は
、
講
座
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
、
医
学
部
医
学
科
3
年
次
の
後
期
授
業

﹁
講
座
等
配
属
﹂
の
1
コ
マ
を
医
学
図
書
館
が

担
当
し
、
学
生
に
医
学
文
献
の
検
索
方
法
に

つ
い
て
指
導
を
行
う
も
の
で
す
。﹁
講
座
等
配

属
﹂
は
、
学
生
が
各
々
に
希
望
し
た
講
座
で
研

究
の
基
本
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
授
業

で
あ
り
、
学
生
に
と
っ
て
は
研
究
活
動
に
不

可
欠
な
医
学
文
献
を
読
み
解
く
、
お
よ
そ
初

め
て
の
機
会
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
機

会
に
合
わ
せ
て
、
効
率
的
な
文
献
検
索
に
よ

る
文
献
の
入
手
方
法
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い

た
い
と
、
医
学
図
書
館
で
は
毎
年
、
文
献
検
索

説
明
会
の
開
催
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⒊
講
座
へ
の
案
内

　

後
期
授
業
を
目
前
に
、
各
講
座
へ
説
明
会

の
実
施
と
申
込
用
紙
と
合
わ
せ
て
案
内
し

た
の
は
9
月
上
旬
の
事
で
し
た
。
説
明
会

で
取
り
上
げ
る
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

医
学
分
野
で
代
表
的
な
医
中
誌
W
�
�
と

P
�
�
M
�
�
と
し
、
文
献
検
索
か
ら
入
手
ま

で
の
一
連
の
利
用
方
法
の
習
得
を
目
的
と
す

る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
案
内
し
ま
し
た
。

　

開
催
日
時
は
授
業
期
間
の
う
ち
、
月
・
水
・

金
曜
日
の
13
時
15
分
か
ら
14
時
30
分
の
75
分

間
と
し
、
申
込
用
紙
に
は
人
数
、
希
望
日
の
記

入
欄
と
と
も
に
、
検
索
実
習
で
用
い
る
課
題
・

テ
ー
マ
を
指
定
す
る
欄
を
設
け
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
説
明
会
の
お

知
ら
せ
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
、
申
込
用
紙
を

P
D
F
で
掲
載
し
ま
し
た
。

⒋
事
前
準
備

　

9
月
中
旬
を
過
ぎ
る
と
、
い
く
つ
か
の
講

座
か
ら
申
込
み
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
日
程

調
整
を
行
い
な
が
ら
、
例
年
の
説
明
用
資
料

を
見
直
す
と
と
も
に
、
配
付
資
料
の
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
申
込
み
の
際
に

検
索
演
習
で
用
い
る
テ
ー
マ
の
指
定
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
キ
ー
ワ
ー
ド
を
確

認
し
て
、
各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
事
前
の
下
調

べ
を
行
い
ま
し
た
。
指
定
の
な
い
場
合
に
も
、

講
座
の
研
究
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
演
習
が

出
来
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
準
備
を

行
い
ま
し
た
。

⒌
新
し
い
試
み

　

75
分
と
い
う
短
い
時
間
を
如
何
に
有
効
に

使
い
、学
生
の
理
解
を
深
め
る
か
と
い
う
こ
と

が
講
師
の
悩
み
ど
こ
ろ
で
す
が
、今
回
は
新
し

い
試
み
を
用
意
し
て
み
ま
し
た
。

︵
そ
の
1
︶

　

事
前
に
学
生
に
連
絡
を
行
い
、図
書
館
か
ら

興
味
の
あ
る
学
術
雑
誌
を
借
り
て
持
っ
て
来

て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

医
学
雑
誌
を
実
際
に
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、図

書
と
は
異
な
る
雑
誌
の
貸
出
方
法
を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、演
習
で
の
検
索
の
取
り
掛

か
り
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

︵
そ
の
2
︶

　

こ
れ
ま
で
説
明
会
で
配
っ
て
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
の
替
わ
り
に﹁
文
献
検
索
記
録
票
﹂
を

作
成
し
、
演
習
時
に
、
学
生
が
ど
ん
な
検
索
を

行
っ
た
か
を
記
録
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し

た
。
こ
の﹁
文
献
検
索
記
録
票
﹂
は
、
説
明
会
終

了
後
に
学
生
の
配
属
先
の
講
座
へ
も
報
告
用

に
提
出
し
、先
生
方
に
も
学
生
の
取
り
組
み
の

様
子
を
お
知
ら
せ
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
前
準
備
を
行
い
、直
前
に
は
講

師
以
外
の
図
書
館
員
を
聞
き
手
に
リ
ハ
ー
サ

ル
を
し
、い
よ
い
よ
9
月
26
日
か
ら
本
年
度
の

文
献
検
索
説
明
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

⒍
文
献
検
索
説
明
会

　

前
半
で
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
を
使
い
、

実
演
を
交
え
な
が
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
要

と
検
索
方
法
、
検
索
結
果
の
保
存
方
法
、フ
ル

テ
キ
ス
ト
の
入
手
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
後
半
で
は
前
半
の
説
明
を
踏
ま
え
、

学
生
に
実
際
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
て
演

習
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

熱
心
に
頷
き
な
が
ら
説
明
を
聞
い
て
く
れ

る
学
生
も
多
く
、演
習
時
に
は
質
疑
応
答
も
飛

び
交
い
、
活
発
に
検
索
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
医

中
誌
W
�
�
は
今
回
初
め
て
使
う
と
い
う
学

生
が
殆
ど
で
、キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
中
心
に
著

者
検
索
や
履
歴
検
索
を
習
得
し
て
い
ま
し
た
。

　

P
�
�
M
�
�
は
1
年
医
学
英
語
や
2
年

基
礎
分
子
生
物
学
の
授
業
で
扱
っ
た
事
が
あ

る
と
の
事
で
し
た
が
、い
ざ
検
索
す
る
と
な
る

と
英
語
と
い
う
事
で
戸
惑
い
も
あ
り
、検
索
結

果
か
ら
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
利
用
で
き
る
文

献
を
興
味
深
く
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

⒎
説
明
会
を
終
え
て

　

説
明
会
が
終
わ
り
、
提
出
し
て
も
ら
っ
た

﹁
文
献
検
索
記
録
票
﹂
に
は
、﹁
分
か
り
易
か
っ

た
﹂、﹁
も
っ
と
検
索
の
理
解
を
深
め
た
い
﹂と
い

っ
た
意
見
も
頂
く
こ
と
が
出
来
て
、ホ
ッ
と
す

る
と
同
時
に
励
ま
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

回
数
を
こ
な
す
中
で
、少
し
ず
つ
講
師
と
し

て
の
ス
キ
ル
も
上
が
っ
て
来
た
よ
う
に
感
じ
る

と
同
時
に
、ま
だ
ま
だ
熟
練
の
講
師
に
は
及
ば

ず
、
受
講
し
て
く
れ
る
学
生
や
、
申
込
み
を
く

だ
さ
る
講
座
の
先
生
の
た
め
に
も
、い
っ
そ
う

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

⒏
お
わ
り
に

　

医
学
部
で
は
低
学
年
の
う
ち
は
標
準
的
な

医
学
知
識
の
習
得
の
た
め
、図
書
を
利
用
し
た

学
習
活
動
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、や
が
て
5

年
生
と
な
り
、
臨
床
実
習
等
が
始
ま
れ
ば
、
診

療
や
治
療
の
た
め
に
医
学
文
献
の
利
用
は
必

須
と
な
っ
て
き
ま
す
。医
学
図
書
館
で
は
、今
回

ご
紹
介
し
た
説
明
会
の
よ
う
に
授
業
と
連
携

し
た
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
他
に
も
、常
時

申
込
み
を
受
け
て
、図
書
館
独
自
で
利
用
説
明

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
様
に
、情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
ス
キ
ル
を
蓄
え
る
こ
と
も
、図
書
館

員
の
重
要
な
仕
事
で
す
。
是
非
と
も
、
図
書
館

の
利
用
説
明
会
を
有
効
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

︵
な
か
い 

よ
う
こ
︶
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自著
紹介

　

現
在
、
中
国
製
繊
維
製
品
は
私
た
ち
の
生

活
に
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
隆
盛

も
、
中
国
製
品
な
し
に
は
語
れ
な
い
。
こ
れ

を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
2
0
1
0
年
の
日

本
の
繊
維
製
品
輸
入
額
の
中
で
、
中
国
は

約
2
兆
2
4
1
5
億
円
で
実
に
78
％
を
占

め
、
2
位
の
ベ
ト
ナ
ム
の
約
1
2
4
1
億

円
と
は
、
文
字
通
り
に
ケ
タ
違
い
の
存
在

感
を
持
っ
て
い
る
。
同
年
の
中
国
の
繊
維
生

産
量
は
、
天
然
繊
維
の
代
表
格
で
あ
る
綿
糸

で
2
7
1
7
万
ト
ン
、
各
種
布
で
8
0
0
億

メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
こ
う
し
た
膨
大
な
繊

維
製
品
は
、
13
億
人
の
衣
料
な
ど
を
ま
か
な

う
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る

世
界
各
国
へ
と
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
付

加
価
値
額
か
ら
見
た
世
界
的
な
シ
ェ
ア
は
、

2
0
0
9
年
に
お
い
て
紡
織
業
で
47
・
4
％
、

衣
類
で
44
・
5
％
に
達
し
、
ま
さ
に
世
界
の
繊

維
工
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
中
国
の
綿
紡
織
工

業
の
源
流
の
一
つ
が
、
20
世
紀
前
半
に
展
開

し
た
在
華
日
系
企
業
に
あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
れ
は
、
歴
史
学

界
に
お
い
て
、
満
鉄
と
な
ら
ん
で
日
本
の
中

国
へ
の﹁
帝
国
主
義
的
進
出
﹂
の
代
表
例
と
さ

れ
て
き
た
。
無
論
、
当
時
の
在
華
日
系
企
業
は

不
平
等
条
約
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
中
国
の
主

権
の
及
ば
ぬ﹁
租
界
﹂
に
存
在
し
た
の
で
あ

り
、
本
書
は
こ
れ
を
現
在
の
中
国
に
お
け
る

外
資
企
業
と
同
列
に
は
論
じ
て
い
な
い
。

　

本
書
は
、
日
本
、
中
国
、
台
湾
の
経
済
史
家

の
共
同
作
業
に
よ
り
、
こ
う
し
た
在
華
日
系

企
業
が
近
代
中
国
に
与
え
た
影
響
を
、
紡
織

業
、
鉱
業
な
ど
か
ら
多
面
的
に
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
紡
織
業
の
場
合
、
1
9
0
2
年
の
三

井
物
産
に
よ
る
上
海
紡
績
会
社
へ
の
投
資
か

ら
、
日
本
の
中
国
紡
織
業
へ
の
投
資
は
開
始

さ
れ
た︵
第
5
章
︶。
1
9
0
9
年
に
は
、
内
外

綿
株
式
会
社
が
上
海
に
自
社
工
場
を
建
設
す

る
。
そ
し
て
第
一
次
大
戦
期
に
は
、
同
社
に

刺
激
を
受
け
た
日
本
の
紡
織
会
社
が
次
々

に
中
国
へ
と
進
出
す
る
と
と
も
に
、
中
国
資

本
の
紡
織
会
社
も
次
々
に
誕
生
し
た
。
そ
の

結
果
、
飽
和
状
態
と
な
っ
た
綿
糸
市
場
は
、

1
9
2
3
年
に
恐
慌
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
こ

れ
に
対
し
て
内
外
綿
な
ど
は
、
国
内
に
先
駆

け
た
新
技
術
投
入
に
よ
る
製
品
の
差
別
化
、

中
国
社
会
に
適
応
し
た
労
務
管
理
の
導
入

に
よ
り︵
第
1
、
2
章
︶、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

が
高
揚
し
た
１
９
２
０
〜
３
０
年
代
の
中

国
を
、
時
に
は
中
国
資
本
同
業
者
と
も
協
調

し
な
が
ら︵
第
6
章
︶﹁
生
き
た
﹂
の
で
あ
る
。

1
9
4
5
年
の
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
、
在
華

日
系
企
業
の
命
脈
は
絶
た
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
在
華
日
系
企
業
が
、
戦
時
下
の
本

国
で
は﹁
不
要
﹂
と
さ
れ
た
紡
織
技
術
を﹁
大

東
亜
共
栄
圏
﹂
中
で
最
大
の
棉
花
生
産
国
た

る
中
国
に
、
機
械
製
造
を
も
含
め
て
移
転
し

た
た
め
に
、
そ
の
技
術
は﹁
生
き
続
け
た
﹂
の

で
あ
る︵
第
3
章
︶。
こ
う
し
た
技
術
を
基
礎

と
し
て
、
社
会
主
義
体
制
下
の
中
国
紡
織
業

は﹁
自
立
﹂
を
遂
げ
、
社
会
主
義
国
間
の
貿
易

に
お
い
て
、
そ
の
綿
製
品
は
大
き
な
力
と
な

っ
て
い
く︵
第
4
章
︶。

　

本
書
の
内
容
は
、
今
日
に
お
い
て
重
要
と

な
っ
て
い
る
日
中
間
の
経
済
関
係
を
考
え
る

上
で
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
自
負

し
て
い
る
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
島
大
図

書
館
所
蔵
の
本
書
を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
歴
史
学
と
い
う
学
問

は
、
歴
史
家
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト︵
文
書
館
員
︶、

そ
し
て
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン︵
図
書
館
員
︶
の
共

同
作
業
で
あ
る
。
本
書
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
で

も
歴
史
学
の
発
展
や
、
日
中
両
国
の
相
互
理

解
に
寄
与
で
き
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
附
属
図

書
館
員
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、

こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
述
べ
た
い
。

(

と
み
ざ
わ 

よ
し
あ)

︻
本
館
１
Ｆ
閲
覧
室　

3
3
5
.2

2
2
/T

�
5
9

︼

寄贈図書紹介（平成23年9月～平成24年1月）
横山純子（教育学部） イギリスイメージ横断

作野広和（教育学部）　 斐川町地誌　斐川町
商品化する日本の農村空間に関する人文地理学的研究

富澤芳亜（教育学部） 近代中国を生きた日系企業

藤井浩基（教育学部） 新評価規準を生かす授業づくり　小学校編3.音楽科図画工作科

鈴木　貢（総合理工学部） ヘネシー＆パターソン　コンピュータアーキテクチャ：定量的アプローチ　第4版

大薗正彦（外国語センター） アクセス和独辞典

『近代中国を生きた
日系企業』

富澤芳亜、久保亨、萩原充編著
大阪大学出版会　2011.12

教育学部
共生社会教育講座教授　富澤芳亜
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医
学
図
書
館
研
究
会・

継
続
教
育
コ
ー
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム

医
学
情
報
グ
ル
ー
プ　

中
井　

陽
子

日
時

平
成
23
年
11
月
9
日（
水
）〜
11
日（
金
）

場
所

広
島
大
学
医
学
部

　

こ
の
研
究
会
に
は
全
国
の
国
公
私
立
大
学

の
医
学
図
書
館
員
や
病
院
図
書
室
の
職
員
48

名
が
参
加
し
、﹁
E
な
時
代
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア

ン
の
立
ち
位
置
を
考
え
よ
う
！
﹂
を
テ
ー
マ

に
、
研
究
発
表
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
加
え

て
文
献
検
索
演
習
な
ど
の
継
続
コ
ー
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
大
変
充
実
し
た
内
容
で

し
た
。

　

特
に
、
杏
林
大
学
医
学
図
書
館
の
諏
訪
部

氏
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ﹁
健
康
情
報
を

評
価
す
る
﹂
で
は
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
、
新
聞
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
健
康
情
報
の
評
価
方
法
に

つ
い
て
学
び
、
実
際
に﹁
緑
茶
、
生
活
習
慣
病

抑
制
に
効
果
﹂
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
新
聞

記
事
を
用
い
て
の
演
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
定
の﹁
情
報
項
目
﹂
を
満
た
し
て
い
る
か
、

﹁
情
報
の
内
容
﹂
に
偏
り
が
な
い
か
、﹁
エ
ビ
デ

ン
ス
レ
ベ
ル
﹂
は
ど
う
か
、
医
学
情
報
を
扱
う

医
学
図
書
館
員
な
ら
で
は
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

ス
キ
ル
に
触
れ
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
医
中
誌
W
�
�
、
P
�
�
M
�
�
の

文
献
検
索
演
習
中
級
編
で
は
、
シ
ソ
ー
ラ
ス

や
副
標
目
の
効
果
的
な
使
い
方
を
学
び
、
キ

ー
ワ
ー
ド
と
キ
ー
ワ
ー
ド
の
関
連
性
を
見
出

す
点
で
必
要
不
可
欠
な
医
学
知
識
が
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
業
務
や
利
用
者
教
育
に
お
け
る
私
の

今
後
の
課
題
と
な
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。

　

他
機
関
の
方
と
様
々
な
意
見
交
換
を
行

い
、
更
に
は
、
医
学
系
に
特
化
し
た
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
研
修
を
受
講
出
来
た
事
は
得
難
い
有
意

義
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
医
学
図
書
館
員

の﹁
立
ち
位
置
﹂
と
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
、
ど
の
よ
う
な
能
力
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、

目
指
す
べ
き
方
向
が
、
医
学
図
書
館
に
異
動

し
て
一
年
と
半
年
が
経
つ
中
で
よ
う
や
く
見

え
て
き
た
気
が
し
ま
す
。
利
用
者
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
的
に
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

︵
な
か
い 

よ
う
こ
︶

中
国・四
国・九
州・沖
縄
地
区

大
学
図
書
館
職
員

フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ソ
ン

セ
ミ
ナ
ー

医
学
情
報
グ
ル
ー
プ　

小
林
奈
緒
子

日
時

平
成
23
年
9
月
19
日（
木
）〜
16
日（
金
）

場
所

九
州
大
学
附
属
図
書
館

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
中
国
以
西
の
大
学
図

書
館
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
新
人
を
対
象

に
、
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
は
じ

め
に
文
科
省
学
術
基
盤
整
備
室
の
首
東
誠
氏

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
普
段
か
ら
情
報
収

集
を
怠
ら
な
い
こ
と
、
各
種
研
修
に
は
積
極

的
に︵
出
張
費
が
出
な
い
な
ら
私
費
で
も
︶
参

加
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
必
要
な
こ
と
、
外

の
世
界
を
体
験
し
能
動
的
に
な
る
こ
と
、
と

い
っ
た
内
容
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
あ
ら
か
じ
め
グ
ル
ー
プ
分

け
が
さ
れ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
で
討
議
す
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
各
館
で
の
事
例
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
調
べ
て
く
る
よ
う
に
指
示
が
あ

っ
た
た
め
、
参
加
す
る
前
か
ら
ど
ん
な
研
修

に
な
る
の
か
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。
私

の
グ
ル
ー
プ
は﹁
こ
れ
か
ら
の
大
学
図
書
館

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
方
法
と
は
？
﹂
と

い
う
テ
ー
マ
で
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
6
名
で
、

業
務
内
容
も
経
験
年
数
も
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た

が
、
最
初
の
討
議
か
ら
意
見
が
盛
り
上
が
り
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し

た
。
他
の
業
種
、
あ
る
い
は
他
館
で
の
業
務
を

何
年
か
経
験
し
て
今
の
部
署
に
採
用
さ
れ
た

と
い
う
方
が
何
人
か
い
て
、
そ
れ
も
共
通
項

の
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討
議
後

の
発
表
で
は﹁
図
書
館
で
生
き
残
る
た
め
の

ス
キ
ル
と
方
法
7
ヶ
条
〜
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓

場
ま
で
〜
一
生
図
書
館
で
働
き
た
い
！
﹂
と

題
し
、
7
ヶ
条
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
メ
ン

バ
ー
で
様
々
な
議
論
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ま
た
何
か
の
機
会
に
会
え
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

　

他
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
の
際
、
講
師
の
方

が﹁
広
報
っ
て
、
出
せ
ば
み
ん
な
図
書
館
に
来

て
く
れ
る
と
思
っ
て
る
の
？
﹂
と
言
わ
れ
た

言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。
私
も
医
学
図
書
館

の
広
報
を
担
当
し
て
お
り
、﹁
発
信
す
る
こ
と

の
多
様
さ
・
難
し
さ
﹂
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

九
州
大
学
伊
都
図
書
館
の
見
学
で
は
、
ラ

ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
に
配
慮
さ
れ
た
空
間
や

雑
誌
の
特
性
を
活
か
し
た
作
り
付
け
の
棚
な

ど
、
参
考
に
し
た
い
点
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

し
た
。
島
根
大
学
附
属
図
書
館
の
本
館
も
、
い

よ
い
よ
来
年
度
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
改
修
さ
れ
る
か
、
と
て
も
楽
し

み
で
す
。
二
日
間
で
し
た
が
、
と
て
も
実
り
あ

る
研
修
で
し
た
。
こ
こ
で
得
た
知
見
を
今
後

の
業
務
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

︵
こ
ば
や
し 

な
お
こ
︶

●
研
修
報
告
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大
学
図
書
館
職
員

短
期
研
修

企
画
整
備
グ
ル
ー
プ　

矢
田　

貴
史

日
時

平
成
23
年
10
月
4
日（
火
）〜
7
日（
金
）

場
所

京
都
大
学
附
属
図
書
館

　

こ
の
研
修
は
、
大
学
図
書
館
等
の
職
員
が
、

今
後
の
図
書
館
の
企
画
活
動
を
担
う
上
で
必

要
な
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
若
手
・
中
堅
職
員
約
50
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
内
容
は
、
大
学
図
書

館
の
現
状
と
課
題
、
学
術
情
報
流
通
の
動
向
、

図
書
館
目
録
の
現
在
・
未
来
と
い
っ
た
テ
ー
マ

な
ど
の
講
義
の
ほ
か
、海
外
図
書
館
で
の
研
修

報
告
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

大
学
自
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
今
日
、大
学
図
書
館
も
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。予
算
削
減
も
あ
り
効

率
化
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、学
術
情
報
の
電
子

化
に
伴
い
図
書
館
業
務
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。特
に
、担
当
業
務
と
の
関
わ
り
か
ら
、電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
電
子
ブ
ッ
ク
な
ど
電
子
的
な

学
術
情
報
を
め
ぐ
る
動
向
に
は
、常
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。今
後
質
的
に
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
情
報
環
境
が
、

大
学
の
教
育
・
研
究
に
ど
う
影
響
を
与
え
、
ど

の
よ
う
な
形
で
活
用
で
き
る
か
を
考
え
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
研
修
で
は
各
日
に
グ
ル
ー
プ
討

議
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
私
の
参
加
し
た
グ

ル
ー
プ
で
は﹁
大
学
図
書
館
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
考
え
る
﹂を
テ
ー
マ
に
討
議
を
行
い

ま
し
た
。昨
年
の
地
震
の
際
に
は
東
北
地
方
の

多
く
の
図
書
館
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
が︵
※

1
︶、
各
図
書
館
の
現
状
等
を
素
材
に
議
論
を

深
め
て
い
く
中
で
、毎
日
多
く
の
人
が
出
入
り

す
る
図
書
館
が
、自
然
災
害
に
限
ら
ず
潜
在
的

に
い
か
に
多
く
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
か

を
改
め
て
気
付
か
さ
れ
、組
織
と
し
て
の
対
応

は
も
ち
ろ
ん
、日
頃
か
ら
の
意
識
の
持
ち
方
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
研
修
を
通
じ

て
、他
機
関
の
多
く
の
図
書
館
職
員
の
方
と
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。館
種
や
規
模
は

違
っ
て
も
、直
面
し
て
い
る
共
通
の
課
題
も
多

く
、研
修
後
も
継
続
し
て
情
報
共
有
や
意
見
交

換
で
き
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
こ

と
は
、と
り
わ
け
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　

︵
や
だ 

た
か
ふ
み
︶

︵
※
１
︶��

�
�
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東
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本
大
地
震
に
よ
る
図
書
館
の
被
災
情
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・

救
援
情
報
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講
義
資
料
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
古
典
籍

講
習
会

情
報
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ　

小
豆
澤
悦
子

日
時

平
成
24
年
1
月
17
日（
水
）〜
19
日（
金
）

場
所

国
文
学
研
究
資
料
館

国
立
国
会
図
書
館

　

最
近
は
外
国
の
図
書
館
で
も
古
典
籍
の
収

集
や
整
理
に
関
心
が
高
い
よ
う
で
、講
習
会
に

は
国
外
の
図
書
館
職
員
2
名
を
含
む
30
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
講
義
の
内
容
は
、
資
料
の
形

態
や
当
時
の
出
版
状
況
、目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

な
ど
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。私
自
身
は
サ
ー

ビ
ス
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
た
め
、目
録
の
内

容
云
々
よ
り
も
出
版
の
背
景
や
書
物
自
体
に

興
味
が
あ
り
、江
戸
時
代
の
出
版
に
関
す
る
基

礎
知
識
を
面
白
く
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
最
終
日
は
国
会
図
書
館
へ
移
動
し
、大
学

図
書
館
と
は
レ
ベ
ル
の
違
う
大
規
模
な
資
料

電
子
化
作
業
の
概
要
、N
C
R
に
よ
る
目
録
作

成
な
ど
の
講
義
を
聞
き
、簡
単
な
資
料
補
修
の

実
習
も
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
立
川
市
に
移
転
し
た
国
文
学

研
究
資
料
館
は
、資
料
保
存
の
た
め
の
設
備
が

充
実
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、資
料

を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、よ
り
よ
い
状
態
で

の
保
存
を
目
指
す
職
員
の
方
々
の
工
夫
や
細

や
か
な
心
遣
い
が
感
じ
ら
れ
、古
い
資
料
に
対

す
る
心
構
え
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
本
は
と
て
も
貴
重
な
も
の

で
し
た
。
印
刷
の
し
か
た
、
紙
の
種
類
、
折
り

方
、綴
じ
方
、題
簽
の
付
け
方
、書
き
込
み
な
ど

か
ら
は
、作
り
手
と
読
み
手
双
方
の
本
に
対
す

る
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。貸
本
屋

も
存
在
し
て
お
り
、庶
民
に
人
気
だ
っ
た
派
手

な
絵
入
の
読
本︵
よ
み
ほ
ん
︶な
ど
は
、多
く
の

人
の
手
か
ら
手
へ
渡
り
読
み
継
が
れ
て
い
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
ん
な
本
と
向
き
合
う
時

は
、資
料
そ
の
も
の
を
も
っ
と
楽
し
み
な
が
ら

仕
事
が
で
き
れ
ば
幸
せ
な
の
で
す
が
。

　

ど
こ
の
図
書
館
に
も
多
く
の
貴
重
な
史
料

が
眠
っ
た
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ

を
整
理
で
き
る
時
間
と
人
材
が
足
り
な
い
の

が
実
情
で
す
。少
し
ば
か
り
研
修
を
受
け
た
か

ら
と
言
っ
て
す
ぐ
に
何
か
で
き
る
は
ず
も
な

く
、ま
ず
は
資
料
そ
の
も
の
と
じ
っ
く
り
向
き

合
う
こ
と
か
ら
始
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。ま

た
、
保
管
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
展
示
や

画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
通
し
て
、そ
の
存

在
を
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

︵
あ
ず
き
ざ
わ 

え
つ
こ
︶



4-レポート・論文作成、研究に役立つデータベースを使いこなそう-

A  R B

・利用状況照会  ・貸出延長（貸出期間内のみ） 

・図書の貸借・文献の取寄せ依頼 

・貸出中の図書の予約 

・新着アラート機能  ・ブックマーク機能

・図書・雑誌を探す 

・電子ジャーナル・電子ブックを探す 

・論文記事を探す ・その他の情報を探す 

 

ホームページを活用して、図書館をもっと便利に！ 勉強をもっと効率よく！ 

図書館ホームページ 
図書館サービスのポータル（玄関口） 

けんさく君 

  

  
  

  

  

大学構外、松江キャンパス、出雲キャンパスなど、アクセスした場所によって画面表示が変わります。 

④学生メニュー

⑤MyOPAC 

⑥開館時間 

次ページを
チェック！

次ページをチェック！

①サーチボックス
　タブを切り替える
だけで、OPACや論
文検索、Google検索
などができます。ま
ずはOPACで、図書
館の本を探してみま
しょう。 

②What’s New!
　図書館からの重要
なお知らせなので、欠
かさずチェック！ 

③電子リソース集
　Academic Resource Bank

　これが図書館のホームページかぁ。
いろんなメニューがあるなぁ。図書館っ
てブログもやってたんだ。
　えーっと、本を探すには・・・あっ、この
①サーチボックスを使えばいいのか。
うん、便利便利♪  

　時期によって
は、短縮開館も
あるから注意！

　学生さん向けの
メニューです。

　図書館ホームページには、役立つ情報が満載です。
電子ブックも少しずつ整備しているので、OPAC（蔵
書検索）の検索結果から、そのまま本を読むことがで
きる場合もあります。インターネットでしか利用でき
ないサービスも増えてきました。 
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みいなちゃん

電子リソース集 A  R B
文献探しの第一歩はここから！ 

ライム博士 

MyOPAC では、図書館が提供するサービスを利用者自身
がカスタマイズして、自分だけのポータルサイトを作るこ
とができます。わざわざ行かなくてもできることが、こん
なにあります。 

・利用状況照会  ・貸出延長（貸出期間内のみ） 

・図書の貸借・文献の取寄せ依頼 

・貸出中の図書の予約 

・新着アラート機能  ・ブックマーク機能 など 

文献探しに役立つのが、Academic Resource Bank
（ARB）です。大学構内でしか利用できない電子ジャーナ
ルや高機能なデータベースを数多く提供しています。使う
時はルールを守って利用しましょう。使う目的によって、
データベースを分類しています。 

 ・・図書・雑誌を探す 

・電子ジャーナル・電子ブックを探す 

・論文記事を探す ・その他の情報を探す 

大学の図書館に読みたい本がなかったら、こんな方法もあります。知らなきゃ損！ 

 

図書購入リクエスト  

 

cademic esource ankMyOPAC（マイオーパック） 
あなた仕様の図書館サービス！ 

県内図書館横断検索システム 
　図書館では、資料の購入に学生の皆さんの声も
取り入れています。
　研究や学習に必要な本が図書館にない場合、図
書館のホームページ（医学図書館は申込書）を
使って、リクエストしてください。内容や価格に
よってはご希望にお応えできない場合もあります
が、できるだけ購入するようにしています。 

　島根県内の図書館の所蔵状況を検索して確認すること
ができます（県立図書館提供のシステム）。
　大学と協定を結んでいる図書館であれば、配送便を使
って、大学図書館のカウンターで本を受け取ることができ
ます。ただし、曜日が決まっているので、急ぐ場合は所蔵
を確認して、直接行った方が早いかも。 

　学生の皆さんが選んでくれた本は、貸出も多く、よく利用
されているようです。自分が使うのはもちろん、自分で選ん
だ本が図書館の蔵書として他の人に活用してもらえるのっ
て、結構うれしいはずです。
　あなたのリクエスト、お待ちしています！  

読みたい本が島大になく
ても、諦めないで！本館
では、毎年選書ツアーも
やっていて、書店で直接
本を選ぶことができるん
だって！！ 

 

 
 

 

 

　図書館で借りた本、返却期限が明日なの
に、まだ半分も読み終わってないわ。明日は
図書館に行く時間ないし・・・。そっか
MyOPAC で延長しておけばいいのね♪ 

　Googleは確かに便利だけど、有料のデータ
ベースでしか探せない情報もたくさんあるん
だ。いいレポートを書くために、できるだけ
漏れのない効率的な文献収集を心がけよう。 

島根大学附属図書館報　平成 24年 3月　VOL.13
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大学図書館学生協働交流シンポジウムを開催
2011.9.20～9.21

　山口大学図書館及び山口大学学生支援センターと共同で、
「大学図書館学生協働交流シンポジウム」を山口大学におい
て開催しました。シンポジウムでは、平尾元彦山口大学教育
機構学生支援センター教授の基調講演、各大学の学生からの
活動報告、パネルディスカッションがあり、情報交換や学生
同士の交流を図ることができました。2日目は、山口大学や
市内図書館の見学を行い、利用者を意識した各館の優れたア
イデアに、学生たちは大いに刺激されたようです。
　この企画が今後も継続され、島根、山口から中四国地区の
大学全体に拡がっていくことが期待されます。

Web of Scienceの利用講習会を開催
2011.10.6

　松江・出雲両キャンパスで、トムソン・ロイター社から専属
講師を招いてWeb of Scienceの利用講習会を開催しました。
基本的な使い方に始まり、引用分析の方法、EndNote 
Webを使った文献管理法、雑誌評価ツールJCR（Journal 
Citation Reports）の紹介など盛りだくさんの内容で、約30名
の参加者が熱心に受講しました。

館内展示「明治近代法の成立と松江地裁明治文庫」
2011.10.7～12末

　１階展示コーナーで、「松江地裁明治文庫」を紹介する展
示を開催しました。明治のはじめ、国内では近代化をめざし

本　　　館
て様々な改革が行われました。中でも近代法典の整備は欠く
べからざるもので、フランスやドイツなどの法典を参考に、
憲法、民法、刑法などが整備されていく過程を、文庫資料と
ともにパネルで紹介しました。
　高い目標を掲げて困難に取り組んだ、パワーあふれる明治
の人々の姿に触れた企画でした。

AVルームをリニューアル
2011.10.28

　2階AVルームの視聴設備をリニューアルしました。個人ブ
ースを8席に減らし、2～3人で同時に視聴できるグループブ
ース2席を新設しました。これまでの機器類は故障が多く、
利用に支障が出ていましたが、テレビはデジタル放送対応
に、DVD、ビデオ、CDのプレーヤー類はすべて新しいもの
になりました。また、各ブースは明るい色のパーテーション
で仕切ったので、以前と同じ高さなのに、明るく開放的な空
間になりました。リニューアル後は、学習や映画のDVDなど
の利用が増えています。
　2階学習室には、AV機器や多機能プロジェクタ、スクリー
ンを備え付けました。授業や少人数でのプレゼン、学習会な
どに利用することができます。

耐震・改修工事の実施が決定
2011.10

　平成24年度に、図書館の耐震・機能改修工事が実施される
ことが決定しました。かねてから、空調をはじめとする館内
の設備や建物の老朽化、使い勝手の悪さなど改善の要望が寄
せられていましたが、利用しやすく、居心地の良い図書館に
生まれ変わります。
 工事は平成24年6月に新館の建物から始まり、翌年の3月に
竣工、4月にオープンする予定です。工事期間中はご不便を
おかけしますが、新しい図書館を楽しみにお待ちください。

蔵書リユース市、今年も盛況
2011.11.9～11.11

　秋の恒例行事となっている図書館蔵書リユース市は7回目
を迎え、今年も盛況のうちに終わりました。今回用意した
本はおよそ6,000冊で、例年に比べると少なめ。また今年は
3日間とも平日のみの開催としたため、来客数が減少するの
ではと心配していましたが、内容が良かったのか、約半分
の本を買ってもらうことができました。改版や重複で不用
となった図書館の本の有効活用を目的としており、収益は
図書館の資料整備に充てることにしています。

E V E N T  N E W S＆

2011（平成23）年8月～2012（平成24）年2月
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附属中学校生が職場体験
2011.11.10

　島根大学附属中学校の生徒4名が職場体験実習をしまし
た。午前中は書架、机、椅子などの拭き掃除が中心でした
が、午後は図書の返却作業や書架の乱れ直しなど、図書館な
らではの仕事を経験してもらいました。
　事前に打ち合わせや館内見学をしていましたが、聞くとや
るとでは大違いだったようで、「本がたくさんありすぎて、
とても疲れた」そうです。

全国遺跡資料リポジトリ・ワークショップを開催
2011.11.26（東京）　2011.12.17（福岡）

　島根大学附属図書館がプロジェクト代表として運営してい
る全国遺跡資料リポジトリのワークショップを、東京と福岡
の2会場で開催しました。平成20年度に中国地区5県域で開始
したこのプロジェクトは、4年目となる今年度は20府県域に
まで拡大しました。
　両会場ともに4名の講師による講演及びプロジェクト事務
局からの現況報告の後、パネルディスカッションを行い、今
後のプロジェクトの方向性や、さらなる発展への方策が活発
に議論されました。参加した自治体の文化財担当者、考古学
研究者や大学図書館員など、参加者の立場を超えて理解を深
める機会となりました。

各学部で教員懇談会を開催
2011.12.9～12.27

　図書館の資料整備やサービスについて、教員との意見交換
を行うため、各学部で懇談会を開催しました。学生用図書、
電子ジャーナル、貴重資料など、それぞれの立場から忌憚の

ない意見を聞くことができただけでなく、図書館が行ってい
るサービスをよく理解してもらうことができ、お互いにとっ
て有意義な機会となりました。

資料探訪セミナーを開催
2011.12.20

　１階展示コーナーで10月から行っている「松江地裁明治文
庫」に関する展示に合わせ、さらに資料の価値を知り、理解
を深めるためのセミナー「明治近代法の成立と松江地裁明治
文庫」を開催しました。
　松江地方裁判所の松岡佑美判事補から裁判員制度や法曹キ
ャリアについてのお話があり、年齢も近く、自身の経験も踏
まえた内容は、参加した学生にとって参考になったようで
す。また、法制史が専門の居石正和法文学部教授から「明治
初期の日本と近代法典整備」と題した講義があり、日本にお
ける裁判制度の整備や、当時の松江の状況を知ることができ
ました。講義後は書庫に入り、整理の済んだ資料を見学しま
した。

コンシェルジュ・デコレーション
2011.10～12

E V E N T  N E W S＆
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　季節感を出した館内デコレーションに、図書館コンシェル
ジュが大活躍してくれました。秋には色とりどりの美しい落
ち葉で暖かな雰囲気を、冬には紙を切り出した雪の結晶とモ
ミの木を窓に貼り巡らし、クリスマスムードを盛り上げてく
れました。普段は殺風景な窓や展示コーナーが、アイデアひ
とつでまるで違って見えました。　

図書館からクリスマスプレゼント
2011.12.21～12.22

　本館では3年前からクリスマスの時期に合わせ、図書館を
利用していただいたみなさんに感謝の気持ちを込めて、雑誌
の付録やカレンダー、雑貨などをプレゼントするイベントを
行っています。今回は市内の書店さんにも協力していただ
き、机を埋め尽くすほどの品物が集まりました。開始から
3時間後には目ぼしいものはほとんどなくなり、2日間の開
催予定が1日で終了してしまうほどの盛況でした。

博物館へ貴重資料等の提供・協力
2011.9.3～10.24

　斐川町の荒神谷博物館企画展「斐川・出雲の医者とその生
活～江戸期・明治期を中心に～」へ医学図書館所蔵の貴重資
料等を提供しました。

出雲二中生が職場体験
2011.9.29～9.30

　医学図書館で、出雲第二中学校の生徒2名が職場体験実習
をしました。図書の返却作業や書架の乱れ直しなどの基本的
な業務のほか、簡単な図書の補修やラベル貼り替えなど多様
な作業内容だったにもかかわらず、それぞれの仕事に丁寧に
取り組んでくれました。

医学図書館

島根県医療関係機関等図書館(室）懇談会総会
2011.10.27

　済生会江津総合病院で島根県医療関係機関等図書館(室)懇
談会総会が開催され、12機関から16名の参加がありまし
た。済生会江津総合病院長による講演をはじめ、県立中央病
院図書室と医学図書館による発表、加盟館の近況報告や情報
交換、図書室見学など、お互いにたくさんの刺激を受ける充
実した内容でした。

1階新聞コーナーの整備
2012.1.18

　医学図書館棟1階にアメニティコーナーが誕生しました。
新聞バックナンバー（3カ月分）を閲覧台下に収納したこと
によりできたスペースを活用し、階段下を中心に長椅子セッ
ト1台、丸テーブルセット3台の11席を設けました。木製低書
架には文化イベント情報、催しもののチラシ、医学関連小冊
子などを置いていますので、ご自由にお持ち帰りください。 
 また、新たに掲示版も取り付けました。初回は「石巻日日
新聞」の号外をプリント展示しています。
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